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W43は l = 30◦の銀河面に位置する∼ 107 M⊙もの質量を有する巨大分子雲複合体であり、ミニ・スターバー
ストと呼ばれる活発な星形成の現場である。我々は、FUGINプロジェクトの一環としてW43 に対して、12CO,
13CO, C18O J =1–0 輝線による広域観測を行った。その結果、150 pc にわたる巨大分子雲の空間分布と、20-30
km s−1にわたる広い速度幅の存在が明らかとなった。特にC18Oによってトレースされる高密度ガスは、巨大分子
雲内部の 3つの大質量星形成領域 W43 Main, G30.5, W43 South に局所的に存在し、柱密度 ∼ 1022-1023 cm−2,
質量 ∼ 105 M⊙, 速度差 10-20 km s−1の 2-4 つの視線速度の異なる分子雲で構成されることがわかった。各々の
星形成領域で、分子雲と赤外線 8 µm 放射の分布が空間的に相関していることや、輝線強度比 (13CO J =3-2/1-0
)の上昇が見られることから、複数の速度成分がW43内部の大質量星に物理的に付随する可能性が高いことを示
した。これらの結果から、 我々は、巨大分子雲内部で分子雲同士が超音速で偶発的に衝突し、局所的な圧縮が起
こることで高密度ガスと大質量星形成を誘発するシナリオを提案する。W43はバーエンドと呼ばれる、たて腕と
棒状構造の接合部付近に位置するため、系外銀河の観測結果や数値シミュレーションが示すように、銀河規模の異
なるガス流が収れんすることで、7 Myr 程度の高い頻度で分子雲同士の衝突が起こっている可能性が考えられる。


